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有限会社　大分クリーンサービス

環境経営レポート作成日
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＜　報告期間　2021年　12月～2022年　11月　＞



＜＜事業概要＞＞

有限会社　　大分クリーンサービス

代表取締役　若松　茂樹

法人設立　平成１３年１１月１４日

資本金　　３００万円

当社年度　6月～5月12月～11月

本社　　　〒８７０－０１４８

　　　　　　大分県大分市小池原１４００番地の１３（登記上の住所）

連絡先　　ＴＥＬ　（０９７）５５５－９６００

　　　　　 　ＦＡＸ　（０９７）５５５－９３６０

事業所　　〒８７０－０２７６

　　　　　　大分県大分市大字宮河内字新道下４１６４番１

連絡先　　ＴＥＬ　（０９７）５２４－７０８０

     　　　　ＦＡＸ　（０９７）５２４－７０８１

　　　　　　 Ｅ‐mail  oita‐c‐s@oct‐net.ne.jp

対象範囲　　　　全社全事業活動

本社　　　　　　　大分県大分市小池原１４００番地の１３（登記上の住所）

事業活動内容　　 事業規模

・一般廃棄物収集運搬 単位 2022年

・産業廃棄物収集運搬 ｔ 1157

・産業廃棄物中間処理 ｔ 425

・大分市収集運搬委託業 ｔ 732

（ 缶・ビン ） ｔ 425

・ハウスメンテナンス業 百万円 200

人 23

ｍ2 1,608床面積

従業員

売上高

産廃処理量

収集運搬量

活動規模

会計年度（環境年度）　12月～翌11月
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事業所　　　　　　宮河内リサイクルセンター　　　　　　　　（所在地）

 　　　　大分県大分市大字宮河内字新道下４１６４番２

環境管理責任者及び事務局

環境管理責任者　斉藤　啓太　

 ＥＡ－２１事務局　若松　亜也加

　*内　産業廃棄物

　*内　一般廃棄物



許可内容

許可区域 許可番号 許可年月日有効年月日

大分市 6407号 Ｒ5・4/1 Ｒ7・3/31

大分市 6407号 Ｒ5・4/1 Ｒ7・3/31

大分県 04402103468号 H30・ 5/12 H35・ 5/11

中間処理 08820103468号 R3・7/10 R8・7/9

４０ｔ 146号 H17.11.28 なし

福岡県 04000103468号 R3・6/9 R8・6/8

＜収集運搬＞

廃プラスチック類・木くず・ゴムくず・金属くず・ガラスくず及び陶磁器くず・

がれき類・燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・鉱さい・廃アルカリ・ばいじん・紙くず・繊維くず・動植物性残さ

（以上16種類。ただし、石綿含有産業廃棄物を含み、特別管理産業廃棄物であるものを除く。）

　※積替え保管なし

＜中間処理＞

選別：金属くず・廃プラスチック類・ガラスくず及び陶磁器くず・木くず

　　 　紙くず・繊維くず・がれき類・ゴムくず

圧縮：金属くず・廃プラスチック類・ゴムくず・紙くず・繊維くず・木くず

破砕：金属くず・廃プラスチック類・ガラスくず及び陶磁器くず・ゴムくず

　 　　紙くず・繊維くず・木くず

破砕・溶融：廃プラスチック類

（以上８種類。ただし、石綿含有産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。）

収集運搬車輌（合計13台）
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大分 830　さ　2721

大分　130　さ　3818

大分 100　す　4499

大分 100　す　7415

塵芥車

キャブオーバー

キャブオーバー

大分　800　す　4052

大分 800　す　632

大分　800　す　4960

大分 830　さ　2723

大分 830　さ　2722

許可内容：産業廃棄物の種類

産業廃棄物収集運搬業許可証

大分県計量事業登録証

産業廃棄物処分業許可証

大分県産業廃棄物収集運搬業

大分市事業系特定家庭用機器廃棄物

大分市事業系一般廃棄物収集運搬業

事業区分

塵芥車

脱着装置付コンテナ専用車 大分 130　さ　628

塵芥車 大分 800  は　1161

脱着装置付コンテナ専用車 大分 100　さ　9026

脱着装置付コンテナ専用車 大分　130　す　1228

登録番号収集機材名

塵芥車

塵芥車

塵芥車

塵芥車

キャブオーバー



処理工程

中間処理施設

処理料金・・・収集運搬費及び廃棄物の種類により金額が異なる為、別途見積り致します。（御見積り無料）

リサイクル・再生・処理先

二次製品・ビンメーカー

鉄鋼メーカー

アルミ精錬工場

プラスチック再生メーカー・安定型埋立

製紙工場

セメント工場・ＲＰＦ工場

製紙工場

ウエス工場・再生メーカー・RPF工場

汚泥

繊維くず

紙くず

木くず

ダンボール／古紙／新聞

プラスチック類

廃油

ばいじん

鉱さい

燃え殻

ゴムくず

動植物性残さ

廃アルカリ

廃酸

収集運搬

選別・破砕・溶融

プレス処理

プレス処理

選別・破砕

処理方法

収集運搬

収集運搬

収集運搬

選別・圧縮

選別・圧縮

破砕

選別・圧縮

アルミ缶・鉄

スチール缶・鉄

ガラス・ビン類

廃棄物の種類

収集運搬

収集運搬

収集運搬

収集運搬

収集運搬

破砕・溶融施設 廃プラスチック類

破砕施設

繊維くず、木くず

及び陶磁器くず、ゴムくず、紙くず、

金属くず、廃プラスチック類、ガラスくず

選別施設

施設の種類 廃棄物の種類

がれき類、ゴムくず

及び陶磁器くず、木くず、紙くず、繊維くず、

金属くず、廃プラスチック類、ガラスくず

圧縮施設 金属くず、廃プラスチック類

圧縮施設
紙くず、繊維くず、木くず

金属くず、廃プラスチック類、ゴムくず、
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　　（８時間／日）

０．１６ｔ／日　

（８時間／日）

４．８ｔ／日

(８時間／日)

セメント工場

セメント工場

セメント工場

セメント工場／ＲＰＦ工場

焼却工場／堆肥工場

セメント工場でマテリアルリサイクル

１２．４８ｔ／日

（８時間／日）

２．９６ｔ／日

(８時間／日)

８．４ｔ／日

施設処理能力

中和・焼却工場

中和・焼却工場

再生工場・補助燃料工場
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処理工程

一般
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若松　茂樹

EA-21推進体制・組織図

リサイクル工場

　1.環境活動の実施
　2.問題点の更正処置
　3.産業廃棄物の収集運搬
　　（木くず・がれき類・廃プラ・
　　　紙くず等）
　4.ハウスメンテナンス業務

　1.環境活動の実施
　2.問題点の更正処置
　3.分別作業
　4.がれき類・廃プラ類の
　　破砕処理
　5.選別・圧縮・破砕

　1.環境活動の実施
　2.問題点の更正処置
　3.経理業務
　4.配車手配
　5.マニフェスト管理
　6.帳簿類の作成と管理

中　間　処　理収　集　運　搬 事　　　務

2020年 12月 1日　　改定

ＥＡ-21責任者

斉藤　啓太

　1.環境方針の策定
　2.経営資源の準備
　3.代表者による全体の評価と見直し
　4.環境活動レポートの承認
　5.環境目標及び環境活動計画の承認

　1.ＥＡ-21システムの確立、実施推進、維持管理
　2.環境への負荷及び取り組みのへの自己チェックの実施
　3.環境目標及び環境活動計画の策定
　4.環境活動レポートの作成
　5.ＥＡ-21に関する実施把握と報告

2019年 12月 1日　　改定

制改定履歴

2018年 12月 1日　　改定

斉藤　啓太 菅　豊 若松亜也加

EA-21事務局

若松亜也加

　1.EA-21責任者の補佐業務
　2.環境関連法規の取りまとめ及び

　　遵守状況確認
　3.教育、訓練計画の策定と実施
　　（緊急時対応訓練・テスト含む）

　4.環境文書及び記録の作成、管理
　5.その他EA-21に関する業務

6.外部からの受付

EA-21委員会

委員長：斉藤啓太
委員：全社員

　1.環境目標及び環境活動
　　 計画の結果確認
　2.EA-21に関する審議

代表者（社長）
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取組項目 基準値
（2018年度実績）

2022年度目標

二酸化炭素排出量削減 150,822㎏-ＣＯ2 基準年度　－4％

収集運搬量（t）当たり 265.1㎏-ＣＯ2 254.5㎏-ＣＯ2／ｔ

電気使用量　の削減 26,647ｋｗｈ 基準年度　－4％

収集運搬量（t）当たり 46.8ｋｗｈ／ｔ 44.9ｋｗｈ／ｔ

ガソリン使用量の削減 4,021ℓ 基準年度　－4％

収集運搬量（t）当たり 7.1ℓ／ｔ 6.8ℓ／ｔ

軽油使用量の削減 51,218ℓ 基準年度　－4％

収集運搬量（t）当たり 90.0ℓ／ｔ 86.4ℓ／ｔ

廃棄物再生利用率の向上 93.5% 95％以上

水資源使用量の削減
（基準年度比毎年1％削減）

356㎥ 342㎥

グリーン購入の推進 購入管理 購入管理

清掃活動 年２回 年２回
環境教育 年２回 年２回
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①車輌の洗車時間の短縮化検討・実施

２０２1年度 　環境目標を達成する為の主要な環境活動計画の内容

③収集運搬時の分別収集

廃棄物再生利用率の向上

①廃棄物再生利用率の把握

②分類別に再生利用ルートの改善

グリーン購入の推進

水資源使用量の削減

④回収ルート表による効率の良い回収

⑤効率の良い配車スケジュールの検討実施

清掃活動

※  二酸化炭素排出量、電気・ガゾリン・軽油は、収集運搬量（t）あたり基準年度比から1％削減。

電気使用量の削減（効率改善）

①   使用時の電気消灯の実施

②事務所休憩所の空調温度管理

③「節電」の表示

ガソリン・軽油の使用量削減（効率改善）

①日常点検・定期点検の実施

②アイドリングストップの徹底

　　電力の二酸化炭素排出係数：0.347㎏-CO2/kWh　九州電力　2018年　調整後排出係数

③エコドライブの実施及び運搬車両に掲示

①エコマークの事務用品及び作業用品の優先購入

※2023年度～目標は　Ｐ9に記載

環境経営目標　（2022年目標　別紙に3年目標記載）

　　基準年度（2018年度）の収集運搬量： 617t　　　　ＬＰＧは、削減目標対象視はせず無駄使用はしない。

①事務所周辺の清掃活動

②事務所周辺の地元小学校通学路清掃

環境教育の実施

①社員への環境教育指導

②意見・要望

②   場内片付けでの節水

（顧客に分別お願い）

④営業強化による新規顧客の確保

⑤顧客への取引内容の見直し・改善



取組項目 基準値
（2021年度実績）

2023年度目標 2024年度目標 2025年度目標

二酸化炭素排出量削減 基準年度比　－1％ 基準年度比　－1％ 基準年度比　－1％

㎏ CO2 ／売上百万円 798.6 798.6 798.6

電気使用量　の削減 基準年度比　－1％ 基準年度比　－1％ 基準年度比　－1％

ｋＷｈ ／売上百万円 111.6 111.6 111.6

ガソリン使用量の削減 基準年度比　－1％ 基準年度比　－1％ 基準年度比　－1％

ℓ　／売上百万円 24.7 24.7 24.7

軽油使用量の削減 基準年度比　－1％ 基準年度比　－1％ 基準年度比　－1％

ℓ　／売上百万円 262.4 262.4 262.4

廃棄物再生利用率の向上 95％以上 95％以上 95％以上 95％以上

水資源使用量の削減
146　㎥ 146　㎥ 146㎥ 146㎥

ＳＤＧＳ取り組み
ＳＤＧＳについて
考える機会を作る

年２回ＳＤＧＳに
ついて話し合う

年２回ＳＤＧＳに
ついて話し合う

清掃活動 年２回 年２回 年２回 年２回
環境教育 年２回 年２回 年２回 年２回

電気使用量の削減（効率改善） ガソリン・軽油の使用量削減（効率改善）

環境経営目標　（2023～2025年度　3年目標）

※  二酸化炭素排出量、電気・ガゾリン・軽油は、売上高（百万円）あたり基準年度比から1％削減。

　　基準年度（2021年度）の売上高：190 百万円　　　　ＬＰＧは、削減目標対象視はせず無駄使用はしない。

　　電力の二酸化炭素排出係数：0.479㎏-CO2/kWh　九州電力　2020年　調整後排出係数

２０２２年度 　環境目標を達成する為の主要な環境活動計画の内容

806.7

112.7

24.95

265.0

153,273㎏-ＣＯ2／190百万円＝806.7

①   使用時の電気消灯の実施 ①日常点検・定期点検の実施

②事務所休憩所の空調温度管理 ②アイドリングストップの徹底

③「節電」の表示 ③エコドライブの実施及び運搬車両に掲示

廃棄物再生利用率の向上 ④回収ルート表による効率の良い回収

①廃棄物再生利用率の把握 ⑤効率の良い配車スケジュールの検討実施

②分類別に再生利用ルートの改善 清掃活動

③収集運搬時の分別収集 ①事務所周辺の清掃活動

（顧客に分別お願い） ②事務所周辺の地元小学校通学路清掃

④営業強化による新規顧客の確保 環境教育の実施

ＳＤＧＳ

①まずは社内でのＳＤＧＳの浸透を目標

⑤顧客への取引内容の見直し・改善 ①社員への環境教育指導

水資源使用量の削減 ②意見・要望

①車輌の洗車時間の短縮化検討・実施

②   場内片付けでの節水
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目　標 実　績

二酸化炭素排出量削減 153.2

収集運搬量当たり 1770,211㎏-ＣＯ2

電力使用量削減

収集運搬量当たり

ガソリン使用量削減

収集運搬量当たり

軽油使用量

収集運搬量当たり

ﾘｻｲｸﾙ資源

中間処理

水資源使用量 ㎥ 342 138 ○

グリーン購入 実行管理 購入管理 適切対応 ○

６月・１２月

に実施

 6月・12月

に実施

水資源使用量　　　　　　　　　使用量

まずは従業員の皆さんと何故した方がいいのかなど各々の気持ちのを話し合いをし、

意識を高め合う話し合いができました。

来年度に詳しくまとめ、別紙で提出させて頂きたいと思います。

環境教育・清掃活動の実地

来年度からＳＤＧＳを社内でも浸透させていく事を目標にしているので、今年は環境教育と

清掃活動に力を入れてきました。

弊社の業務はＳＤＧＳに大きく関わり、業務内容自体がＳＤＧＳだと思って業務に就いています。

ですが、作業一つをとって考えてみても、しなきゃいけないからするのではなく、した方がいい

からする。この意識の違いだけでも大きく変わると思っています。

廃棄物再生利用率再生利用率　　産業廃棄物のみで計算

軽油使用量　　　　　　　計算方法：軽油使用量（60,692ℓ）÷収集運搬量（1157ｔ）

清掃活動の実施 年/回 2

ガソリン使用量削減削減　計算方法：ガソリン使用合計（5,745ℓ）÷収集運搬量（1157ｔ）

○

○

○

44.9 58.2 ×

電力使用量削減　　　　　計算方法：電力使用合計×0.347（ＣＯ2排出量）

ℓ/t 6.8 4.9 ○

ℓ/t 86.4 52.4

二酸化炭素排出量削減　　計算方法：環境負荷（Ｐ2）記録にて算出した㎏-ＣＯ2÷収集運搬量（1157ｔ）

２０２２年度  環境経営方針とその実績

環境教育の実施 年/回 2 ○

項目 単位
２０２２年度

判定

廃棄物再生利用率 95％以上 97.4％

㎏-CO2/t 254.5

kWh/t

〇
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いる為。。。電気使用量は増えて

        ＜取り組み内容＞

環境活動の取り組み結果の評価

コロナウイルス対策で購入した

空気清浄機を24時間使用して

結果と評価

次年度の取り組み

電気使用量の削減

② 事務所休憩所の空調温度管理

① 未使用時の電気消灯

① 廃棄物再生利用率の把握

② 分類別に再生利用ルートの改善

③ 収集運搬時の分別収集

 （顧客にお願い）

① 日常点検・定期点検の実施

② アイドリングストップの徹底

③ 回収ルート表による効率の良い

　 配車スケジュールの検討実施

廃棄物再生利用率の向上

ガソリン・軽油の使用量削減

③「節電」の表示

11

作業用品の優先購入

環境教育の実施・清掃活動

①   社員への環境教育指導

② 意見・要望

③   事務所周辺の清掃活動

グリーン購入の推進

① エコマークの事務用品及び

④ 営業強化による新規顧客の確保

⑤ 顧客への取引内容の見直し・改善

② 工場内片付けでの節水

水資源使用量の削減

しまいましたが、従業員の安心の為

やむを得ないと思います。

現場管理の斉藤が効率の良い

回収ルートを新たに考え作成

したお陰で時間も燃料も削減

できたと思います。

くれるようになりました。

汚水すら再利用して清掃に

分別コンテナに看板を設置する

などして、作業場をわかりやすく

しました。ヘルプで分別してくれる

メンテナンス部門の方々も

わかりやすく細かく分別して

事務所周辺の清掃の際に

暖かいお声をかけていただいてます。

④   事務所周辺の地元小学校通学路清掃

節水は皆さん積極的にしてくれます。

近隣の方々の廃棄物の相談や

使用するなどしています。

積極的に購入しています。

① 車輌の洗車時間の短縮化検討・実施



代表者による全体の評価と見直し

ＳＤＧＳにそれぞれが随時意識する会社になるように私も頑張ります。

項目別判断・変更指示

環境関連法規への違反、訴訟の有無

全体的に良い結果だと思います。

ＳＤＧＳに取り組むといった新たな目標もでき、各自これはＳＤＧＳだよねなんて声

かけし合いながら作業をしてる姿は誇らしくもありました。

環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画

実地体制

その他

変更無し。継続する事。

目標基準値を2021年度実績に、売上高100万円あたりの量とする。

変更無し。継続する事。

変更無し。継続する事。

　関連法規制の遵守状況確認を毎年１回実施しており、今期も違反はありませんでした。

・当社に関連する主な法規制は以下の通りである。

法規制等

・グリーン購入法

ＳＤＧＳを積極的に取り入れ作業する事。

・廃棄物処理法

　また、地域住民からのクレームもありませんでした。

遵守状況

〇
〇

　法令違反、苦情要望の受付、訴訟等は、過去3年以上ありません。

　また行政による違反等の指摘はありません。

〇
〇

自治体・その他自治体の条例

・大分市廃棄物処理法　・大分市環境基本条例

・廃棄物処理及び清掃に関する法律（廃掃法）

・道路交通法　・道路法　・道路運送車両法

・家電リサイクル法

・自動車リサイクル法

〇
〇
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・施設稼働時間

〇
〇
〇

・大分県生活環境条例　・大分県生活環境保全条例

・取引先との契約、お約束 〇
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